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[1] f ∈
∩
s≥0

Hs(R) だが，急減少ではないような f の例を挙げよ．

[2] 複素数 a0, a1, . . . , an に対し，T =
n∑

j=0

ajδ
(j) とおく．T ∈ Hs(R) となる s の範

囲を求めよ．

[3] f ∈ L2(R) で，f ∈ Hs(R) となる必要十分条件が s ≤ 1 となるものの例を挙
げよ．

[4] 下記の条件を満たす定数 C ≥ 0 で最小のものを求めよ．
f ∈ H1(R) ならば ∥f∥∞ ≤ C∥f∥H1 .


